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月，愛知県 K 市職員 878 名の協力を得て自記式質問紙調査を実施した。うち，40 歳～59 歳の全数であ
る 474 名（男性 137 名，女性 337 名）の分析を行った（研究２並びに３）。 調査 C．2009 年 10 月～













た。 研究３．過去１年間に男性 60.4%，女性 56.9%が MS を利用し，その平均は男性が 29.9回，女性
が 24.5 回だった。男女とも，MS を利用することが朝食・食生活の良好さを高める傾向はみられなか
った。しかし，生活では良好で、男性では労働の上司と気軽に話ができる者が多く，女性は人間関係面
の友人・隣人が頼りになる，相談を聞いてくれる者が多かった。朝食について，男性では MS の年間利











材料レベルでは，穀類の出現率は 100%で最高率，次いで油脂 94.5%，卵類 79.1%の順だった。一方、副
菜系の主材料となる緑黄色野菜・淡色野菜・きのこ・海藻類の出現率は低く，0 グラムが 56.4%を占め
た。栄養素レベルでは脂肪エネルギー比率が平均で 36.8 %と高く，カルシウムとビタミン Cが特に低値
を示した。  
【考察】地域に MS の習慣が根付いてきた名古屋圏での本調査結果が他地域に一般化できるかについて
は，今後地域比較調査で検討する必要がある。研究 1 の質的な研究法と，その結果を踏まえた研究 2，
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